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30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費

　

日
本
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
て
、
１
学
級
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
や
教
員
１
人
当
た
り
の
児
童
生

徒
数
が
多
く
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
丁
寧
な
対
応
を
行
う
た
め
に
は
，
ひ
と
ク
ラ
ス
の
学
級
規
模
を

引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
予
算
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
（
28
カ
国
）
の
中
で

日
本
は
最
下
位
と
な
っ
て
お
り
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負
担
割
合

は
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
自
治
体
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

将
来
を
担
い
、社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
か
ら
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

意　見　書

１
．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
ゆ
た
か
な

教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
と
と
も
に
国
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

※
右
記
の
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
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制
定
に
向
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て

　
　
　
　
　

意
見
交
換
は
じ
ま
る

　

議
会
改
革
の
道
し
る
べ
と
な
る
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
、
本
町
議
会
も
全
員
協
議
会
に
お
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
会
の
最
高
規
範
と
さ
れ
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た
議
会
並
び
に
議
員
の
あ

る
べ
き
姿
を
条
例
と
し
て
記
し
た
も
の
で
、
全
国
で
１
６
８
自
治
体
（
23
年
3
月
）、
鹿
児
島
県
内
で
は
県

議
会
を
は
じ
め
、
6
市
町
が
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
る
５
月
13
日
に
、
大
崎
第
一
中
学
校
存

続
協
議
会
（
代
表　

弓
削
一
弘
氏
）
よ
り
、

本
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
【
大
崎
町
立
大
崎

第
一
中
学
校
の
存
続
に
関
す
る
請
願
書
】
を

受
け
、
議
会
で
は
議
長
を
除
く
11
名
で
構
成

す
る
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
代
表
者

弓
削
一
弘
氏
よ
り
本
請
願
の
要
旨
と
理
由
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
審
査
し
ま
し
た
。

　

請
願
の
要
旨
は
、（
現
時
点
で
の
中
学
校
統

合
は
、
大
崎
第
一
中
学
校
の
保
護
者
並
び
に

地
域
住
民
の
理
解
を
得
て
い
な
い
た
め
、
時

期
尚
早
で
あ
る
。）
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
19
〜
20
年
に

開
催
さ
れ
た
「
大
崎
町
立
学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
の
経
緯
や
、
地
域
住
民
の
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
も
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
今
会
期
で
は
採
決
に
至
ら
ず
、
閉
会
中

も
な
お
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。


